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2020 年細胞診専門医資格更新について 

細胞診専門医委員会委員長 植田 政嗣 

 

 本年度は下記の方が対象となります。 

 

2020年 細胞診専門医資格更新対象者ナンバー 

0684-0773，1102-1170，1387-1446，1647-1710，2029-2159，2477-2577，2850-2961，

3223-3325，8041-8045 

 

 平成 25 年度より学会の公益社団法人化とともに細胞診専門医資格更新制度が

改革され、細胞診専門医会出席義務廃止、同専門医会、学術集会、研修指定講座、

地域連携組織活動等への参加クレジット重視の方向性となっております。細胞診

専門医の方は、今後とも学術集会（本法人ならびに関連学会）参加章等、各種出

席証明を大切に保管していただけるようにお願いします。 

2020 年より 5 年更新で新単位制度にて更新申請の為、「細胞診専門医資格更新実

務に関する施行細則」をよくご確認ください。 

詳細はイエローページやホームページ等で後日あらためてご案内いたします。 

なお、長期海外出張、病気療養、出産・育児などのため資格更新に必要な業績

単位を満たせなかった方は、上記の理由と期間を確認することのできる診断書、

証明書、あるいは確認書などを添えて学会事務局に資格更新時に、申請書と共に

ご提出ください。細胞診専門医委員会は資格更新審査会にて、このような方を資

格更新保留者と認定することができます。同時に保留（休止）期間を判定して本

人に通知いたします。 

なお、更新期間の延期・変更はありません。 

 

 

2020 年度細胞診専門医資格更新スケジュール（予定） 

2020 年 11 月中旬      更新対象者に更新案内送付 

2020 年 12 月 10 日（木）   更新申請締め切り（必着） 

2021 年 2 月         資格更新審査会にて審査 

2021 年 3 月中旬       更新結果通知 

 

 

 

 

 



公益社団法人 日本臨床細胞学会 

細胞診専門医資格更新実務に関する施行細則 

 

（資格更新手続きの期日） 

第１条 各5年目の12月10日までに完了しなければならない． 

（申請書並びに更新審査手数料） 

第２条 学会が用意する所定の資格更新申請書に必要事項を記入し，審査料を添えて学会事務局に提

出する．必要書類は，学会事務局から更新年度に該当者に送付する． 

（資格更新の条件） 

第３条 資格の更新にあたっては以下の条件を満たさなければならない． 

１．引き続き本法人の会員であること． 

２．学会費及び専門医会費を完納していること． 

３．地域連携組織での地域活動に貢献していること． 

４．細胞診専門医にあっては，5年間のうちに，本法人春期又は秋期大会に2回以上出席し，以下に

定める内容で5年間50単位を満たしておかなければならない． 

５．保留は1回のみとし，次の5年間で更新に必要な単位を得た場合，更新を認める．ただし，この

場合は以下に定める内容で5年間のうちに60単位を満たしておかなければならない．保留中の5

年間は専門医としての活動は認める．5年後に点数が再び不足した場合は専門医資格を失う． 

（単位の内容） 

第４条 資格更新の単位は以下のとおりとする． 

１．診療実績 最大10単位 

  １）細胞診専門医としての活動届（年間細胞診断件数，経験症例数等）の提出 1年間2単位 

 ２．専門医共通講習 最低 5単位、最大 10単位（このうち 3単位は必修講習） 

  １）細胞診専門医研修指定講座（必修項目含む）1単位 

   （学術集会に出席しない細胞診専門医研修指定講座の出席単位は認めない） 

① 医療安全講習会（必修項目：1単位以上/5年） 

② 感染対策講習会（必修項目：1単位以上/5年） 

③ 医療倫理講習会（必修項目：1単位以上/5年） 

    必修項目については，日本専門医機構単位認定の共通講習並びに本法人会員用eラーニング受

講歴も単位として認める． 

 ２）春期大会細胞診専門医会 1単位 

   （本法人会員用eラーニング受講歴も単位として認める） 

  ３）秋期大会細胞診専門医セミナー（教育研修指導医講習会を兼ねる）1単位 

   （本法人会員用eラーニング受講歴も単位として認める） 

 ３．診療領域別講習 最低 20単位、最大 45単位 

  １）本法人春期大会参加 3単位 

     同 秋期大会参加 3単位 

  ２）本法人の認定する地域連携組織の学術集会参加   2単位 

    本法人の認定する都道府県連携組織の学術集会参加 2単位 

   （都道府県連携組織に加入しない者の学術集会の出席単位は認めない） 

３）本法人の認定する地域連携組織（都道府県）の会員となり，地域活動に積極的に貢献した場 

合 1年間3単位 

  ４）細胞診専門医委員会単位認定研修会（要申請）並びに本法人会員用eラーニング受講歴も単位

として認める． 

 ４．学術業績・診療以外の活動実績 最大10単位 



細胞診専門医委員会が指定する学術集会（地方会等を含む）や内外論文における下記活動に対して 

単位を認める． 

１）筆頭発表者 １単位 

２）共同発表者 0.5単位 

３）司会や座長 １単位 

４）筆頭著者 2単位 

５）共著者 １単位 

６）査読 １単位/1回 

７）専門医や検査士試験業務 １単位/1業務 

学会発表や講演、司会や座長はプログラムの写し，著書は監修・編集・執筆の証明となる部分の写

し，論文は別冊又は写し，査読や試験業務は委嘱状の写しを添付する．なお，学会発表及び論文掲

載誌の質についての評価は細胞診専門医委員会で行う．（特段の理由のある場合の措置） 

第５条 海外留学・病気療養・妊娠出産・育児・介護等，特段の理由のある場合は，細胞診専門医委

員会で条件を緩和することができる． 

１．専門医資格更新期間は 5年間とし，期間の変更は行わない． 

２．更新期間内の海外留学期間・病気療養期間・妊娠出産期間・育児期間・介護期間は，5年より該

当期間を除外し，残余期間での取得単位を 5年間に換算して判定する． 

３．海外留学期間・病気療養期間・妊娠出産期間・育児期間・介護期間は，5年間の中で最長 4年間

を認め，これを証する書類の提出を求める． 

４．妊娠出産期間・育児期間を証する書類は，出生を証することのできる住民票や母子健康手帳の

写しなどである．介護期間を証する書類は，診断書や介護保険主治医意見書の写しなどである

が，書類のない場合には自己申告書を求め，これを細胞診専門医委員会で審査する． 

５．更新対象期間全てが，海外留学期間・病気療養期間・妊娠出産期間・育児期間・介護期間等で占

められる場合は，資格更新は保留とする． 

６．これらの運用基準は，男女を問わず適用することができる． 

（実施要項の変更） 

第６条 本実施要項の変更は理事会の承認を経なければならない． 

 

附 則 

１．この施行細則は，公益法人の公益認定を受けた日から施行する． 

２．2013年（平成 25年）6月 2日 一部改定施行． 

３．2013年（平成 25年）11月 1日 一部改定施行． 

４．2015年（平成 27年）4月 25日 一部改定施行． 

５．2015年（平成 27年）11月 21日 一部改定施行． 

６．2020年（令和 2年）3月 14日 一部改定施行． 

 


